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研究成果の概要（和文）：本研究は，国際寡占の3国モデルを用いて，基準認証制度のハーモナイゼーション
（調和）と地域貿易協定（RTA）について理論的に考察する。モデルにおいて，基準を高くすることは，消費に
伴う負の外部性を減少させるが，企業の生産費用を上昇させる。主な結果として，負の外部性が国境を越える程
度が高い場合，地域内での基準の調和が，グローバルな調和を阻害するかもしれない。また，RTA加盟国間で基
準を調和させることは，RTA締結からの利益を増加させることになる。

研究成果の概要（英文）：This study examines harmonization of product standards and regional trade 
agreements (RTAs) by using a three-country model of international oligopoly. In the model, raising 
standards reduces negative consumption externalities, but increases firms’ costs. The main findings
 of this study are that regional harmonization of standards may hinder multilateral harmonization if
 the degree of transboundary negative externalities is large. In addition, harmonization of 
standards between RTA member countries makes the formation of a RTA more favorable.

研究分野： 国際貿易論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)数々の多角的貿易自由化交渉や世界貿易
機関（WTO）の設立により，従来型の関税削
減による貿易自由化が進展した一方，各国独
自の国内規制が貿易の阻害要因として顕在
化してきた。特に基準認証制度は，基準に適
合しない産品の輸入を阻止するため，貿易制
限措置として働くことになる。 
 国際標準化機構（ISO）などの国際機関が
基準認証制度のハーモナイゼーション（調
和）を進めようと試みている。しかし，各国
の事情により基準が異なることが多く，基準
について合意することは難しい。一方，近年，
従来の関税だけでなく，基準認証制度に関す
る条項を含む地域貿易協定が締結されてお
り，地域的な調和は広がりを見せている。 
 
(2)基準認証制度に関する研究は，2000 年代
に入ってから行われるようになった比較的
新しい分野である。Fischer and Serra 
(Journal of International Economics, Vol. 
52 (2000), pp. 377-400)など多くの研究で
は，1 国内での最適な基準を検討している。
Costinot (Journal of International 
Economics, Vol. 75 (2008), pp. 197-213)
は 2 国を考えているが，対称的な国を想定し
ている。国や企業の異質性や，関税などの貿
易政策を考慮に入れた基準認証制度の研究
はこれまでに存在しない。 
 地域貿易協定に関しては，最近の研究であ
る Saggi and Yildiz (Journal of 
International Economics, Vol. 81（2010）, 
pp. 26-37)などが，地域貿易協定と多角的貿
易自由化の関係を分析している。しかし，こ
れらの研究では，関税撤廃の影響に主眼がお
かれ，基準認証制度はモデルに明示的に取り
入れられていない。 
 
(3)地域的な調和の広がりは世界全体でのグ
ローバルな調和につながるか，また，多角的
貿易自由化を推進させるかという点は，現実
的に非常に興味深い。また，(2)で述べたよ
うに，この点は既存研究で検討されていない。
それゆえに，この問題は学術的にも非常に重
要であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では，以下の 2 つのテーマに焦点
を当てた理論的分析を行う。 
①国や企業の異質性を考慮に入れた，基準認

証制度のハーモナイゼーション 
②関税と基準を同時に考慮に入れた，基準認

証制度を含めた地域貿易協定 
各テーマにおいて，国際貿易・経済厚生に与
える影響（静学的分析），多角的貿易自由化
との関係（動学的分析）を検討する。さらに，
両者の成果を統合し，異質性を考慮した関税
と基準に関する地域貿易協定を考察する。 
 
(2)テーマ①の動学的分析から，基準の地域

的な調和が，どのような条件のときに多角的
貿易自由化への積み石（building block），
あるいは躓き石（stumbling block）となる
かを知ることができ，多角的貿易自由化を進
める際に留意すべき点が明らかとなる。 
テーマ②では，基準認証制度を明示的に考

慮に入れることにより，地域貿易協定の既存
研究とは異なる結果が得られることが予想
され，重要な学術的貢献を果たすことが期待
できる。 
 
(3)本研究の分析から，国や企業の異質性を
考慮した基準認証制度の調和，基準認証制度
を含めた地域貿易協定を分析するための包
括的フレームワークを提示すると同時に，多
角的貿易自由化につながる基準認証制度の
調和・地域貿易協定の指針を示す。 
 
３．研究の方法 
(1)異質性を考慮した基準認証制度のハーモ
ナイゼーション（テーマ①）を担当するチー
ムと基準認証制度を含めた地域貿易協定（テ
ーマ②）を担当するチームに分けて分析を行
った。研究代表者の川端と研究分担者の寳多
がテーマ①を担当し，研究分担者の柳瀬と倉
田がテーマ②を担当した。 
 
(2)研究期間の前半では，各チームにおいて，
国際貿易・経済厚生に与える影響（静学的分
析），多角的貿易自由化との関係（動学的分
析）について検討を行った。後半では，両チ
ームの研究成果を統合した理論分析に着手
した。 
 
(3)基準認証制度の調和・地域貿易協定の理
論的分析を行う上で，各国における基準認証
制度の状況や，世界における基準認証制度に
関する地域協定の取り組み状況，国際貿易・
直接投資の動向を把握することは必要不可
欠である。そのため，各チームは，これらの
データを収集・解析する実態調査を行った。
同時に，国内外における先行研究を調査・検
討することから，学術的な面からも課題の洗
い出しを行った。 
 
(4)各チームにおいて，(3)で行った調査を整
理・分析し，理論モデルを構築した。主とし
て理論モデルの定性的分析を行ったが，必要
に応じて数値計算・シミュレーションによる
定量的分析も行った。分析結果について，主
にチーム内でディスカッションを行ったが，
チーム間でも適宜行った。その後，分析・デ
ィスカッションに基づき，学術論文を作成し
た。 
 
(5)(4)で作成した論文は，日本国際経済学会, 
IEFS Japan Annual Meeting, Asia-Pacific 
Trade Seminars, European Trade Study Group, 
European Regional Science Association な
どの国内外の学会や研究会で報告した。そこ



で得られたコメントを踏まえ，論文の修正を
行い，Discussion Paper として発行したり，
海外の学術誌へ投稿したりした。 
 
４．研究成果 
(1) 論 文 “Standards and trade: 
Multilateralism versus regionalism”（〔雑
誌論文〕の①）では，3国モデルを用いて， 
内国民待遇の原則の下で，基準の地域的な調
和がグローバルな調和にどのような影響を
与えるかを考察している。モデルにおいて，
基準を高くすることは，消費に伴う負の外部
性を減少させるが，企業の生産費用を上昇さ
せることにもなる。主な結果は，以下の通り
である。 
①消費の負の外部性が国の間を越境する程
度が高い（低い）場合，地域内で基準を調和
させる方が，各国が独自に基準を設定するよ
りも，基準は厳しくなる（緩くなる）。 
②地域内での基準の調和は，域内国と域外国
の経済厚生を増加させる。 
③負の外部性が国境を越える程度が高い（低
い）場合，多国間で基準を調和させる方が，
地域内で調和させるよりも，基準は厳しくな
る（緩くなる）。 
④多国間での基準の調和は，地域内での調和
と比べて，域内国の経済厚生を増加させる。
これに対し，負の外部性が国境を越える程度
が小さくなければ，多国間での調和は，域外
国の経済厚生を減少させることになる。 
⑤消費の負の外部性が国の間を超える程度
が十分に低ければ，地域内での基準の調和は
グローバルな調和への積み石となる。さもな
ければ，域外国が多国間での調和を妨げるた
め，地域内での調和はグローバルな調和への
躓き石となる。 
⑥新しい基準に適合させるために固定費用
がかかるケース，基準と関税を同時に考慮し
たケース，各国の市場規模が異なるケースで
も，基準の地域的な調和がグローバルな調和
を妨げる可能性がある。 
⑦地域内で基準を調和すると，多国間での調
和が阻害されるかもしれないので，基準など
の国内規制については，多国間での交渉が重
要であると再認識される。 
 この論文を一部修正したものを海外学術
誌に投稿している。 
 
(2)論文“Determination and Harmonization 
of Product Standards in a Free Trade 
Agreement” （〔雑誌論文〕の②）では，国
際寡占の 3国モデルを用いて，基準（消費に
伴う負の外部性をコントロールする）と自由
貿易協定（FTA）について考察している。主
な結果は，以下の通りである。 
①FTA が締結されていない場合と比べて，FTA
は，加盟国により厳しい基準を決定させる。 
②FTA が締結されると，締結前と比べて，FTA
加盟国の経済厚生は増加するかもしれない
し，減少するかもしれない。一方，非加盟国

の経済厚生は増加する。 
③FTA 加盟国間で基準を調和させるときには，
加盟国の基準は，調和させないときよりも緩
くなる。 
④FTA 加盟国間で基準を調和させることは，
FTA 締結を加盟国にとってより好ましいもの
にする。 
⑤加盟国間での選好の違いや国境を越える
負の外部性が十分に大きくなければ，以上の
結果は成立する。 
⑥この分析から，地域貿易協定において，関
税の削減・撤廃だけでなく，基準などの国内
規制の調和も含むケースが近年増えている
ことを説明できる。 
 
(3)論文「垂直的な貿易構造の下での自由貿
易協定と多角的貿易自由化」（〔雑誌論文〕の
③）では，垂直的な貿易構造が存在し，市場
規模の小さい 2国と大きい 1国からなる 3国
モデルを用いて，自由貿易協定（FTA）が加
盟国・非加盟国の経済厚生と，多角的貿易自
由化を支持するインセンティブに対して与
える影響について分析している。小国同士の
FTA は，加盟国と非加盟国の経済厚生を高め
る。他方，小国と大国の間の FTA は，小国の
加盟国と非加盟国の経済厚生を増加させる
が，大国の加盟国の経済厚生を減少させるか
もしれない。また，小国同士の FTA は，非加
盟国の多角的貿易自由化を支持するインセ
ンティブを損ない，多角的自由化を阻害する
かもしれない。これに対し，小国と大国の間
の FTA は多角的貿易自由化を促進する。 
 
(4) 論文“Welfare implications of free 
trade agreements under Bertrand and 
Cournot competition with product 
differentiation” （〔雑誌論文〕の④）で
は，製品が差別化されているベルトラン競争
とクールノー競争の 3国モデルにおいて，自
由貿易協定（FTA）が加盟国・非加盟国の経
済厚生と，多角的自由貿易へのインセンティ
ブに与える影響について考察している。ベル
トラン競争とクールノー競争の両ケースに
おいて，FTA は加盟国と非加盟国の経済厚生
を増加させる。ベルトラン競争のケースでは，
製品が完全代替に非常に近いとき，FTA は非
加盟国の多角的貿易自由化を支持するイン
センティブを失わせる。これに対し，クール
ノー競争のケースでは，FTA 締結後に加盟国
も非加盟国も多角的貿易自由化を支持する
インセンティブをもつことになる。 
 この論文は，海外学術誌 International 
Economicsに掲載された。 
 
(5) 論文“Endogenous formation of free 
trade agreements in vertically related 
markets” （〔雑誌論文〕の⑤）では，中間
財と最終財の市場がクールノー寡占市場で
あるという 3国モデルにおいて，自由貿易協
定（FTA）の内生的な締結について考察して



いる。FTA 締結ゲーム（各国は貿易相手国の
1 国あるいは 2 国と FTA を締結するか，どの
国とも FTA を締結しない）における結託耐性
ナ ッ シ ュ 均 衡 （ coalition-proof Nash 
equilibrium）を導出する。多角的自由貿易
が，FTA 締結ゲームの一意の安定的な均衡と
なる，すなわち，FTA は多角的貿易自由化へ
の積み石となるのである。 
 この論文は，海外学術誌 Research in 
Economicsに掲載された。 
 
(6)以上の研究成果（特に(1）,(2))は，基準
認証制度の調和を含めた地域貿易協定を分
析するための包括的フレームワークを提示
しており，基準に関する地域協定や地域貿易
協定を評価・検討する上でも重要な役割を果
たすと考えられる。 
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